
「
奇
跡
の
薬
」
ス
タ
チ
ン
を

発
見
さ
れ
た
遠
藤
章
博
士
は
令

和
６
年
６
月
５
日
ご
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。
博
士
の
訃
報
に
接
し
、

遠
藤
章
博
士
顕
彰
会
を
代
表
し

て
心
か
ら
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
と
と
も
に
、
ご
遺
族
の
皆
様

に
は
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上

げ
ま
す
。
6
月
9
、
10
日
東
京

で
の
博
士
の
告
別
式
・
葬
送
儀

礼
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
、
万
感

の
思
い
を
込
め
て
お
別
れ
、
お

見
送
り
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

9
月
1
日
は
、
私
ど
も
遠
藤

章
博
士
顕
彰
会
が
郷
里
東
由
利

で
、
『
遠
藤
章
博
士
を
偲
ぶ
会
』

を
開
催
致
し
ま
し
た
。
安
田
秋

田
県
教
育
長
、
湊
由
利
本
荘
市

長
、
長
沼
由
利
本
荘
市
議
会
議

長
、
秋
田
県
立
中
央
高
校
同
窓

会
長
、
東
由
利
中
学
生
を
始
め
、

博
士
の
ご
子
息
遠
藤
理
様
の
ご

臨
席
を
賜
り
、
追
悼
・
お
別
れ

の
言
葉
を
頂
き
、
ま
た
、
参
列

者
全
員
の
皆
様
か
ら
は
献
花
を

賜
り
、
恭
し
く
、
厳
か
に
執
り

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

10
月
5
日
に
は
、
東
京
農
工

大
学
で
の
遠
藤
章
博
士
を
偲
ぶ

会
に
参
列
し
ま
し
た
。
追
悼
の

言
葉
で
、
東
京
大
学
の
児
玉
龍

彦
医
学
博
士
は
遠
藤
博
士
の
、

ス
タ
チ
ン
の
発
見
、
そ
し
て
、

安
全
性
へ
の
マ
ウ
ス
、
鶏
、
人

間
等
で
の
臨
床
試
験
に
対
す
る

粘
り
強
い
研
究
は
降
り
掛
か
る

苦
難
に
挑
戦
し
、
誰
も
が
な
さ

な
か
っ
た
世
界
的
偉
業
と
何
度

も
目
に
涙
を
浮
か
べ
な
が
ら
力

説
さ
れ
、
私
は
嗚
咽
し
そ
う
に

な
る
ほ
ど
感
動
の
極
み
で
し
た
。

遠
藤
博
士
は
１
９
３
３
年

（
昭
和
８
年
）
11
月
14
日
、
秋

田
県
由
利
本
荘
市
東
由
利
法
内

小
倉
に
誕
生
し
、
地
元
の
小
、

中
学
校
、
四
年
制
の
本
荘
高
校

定
時
制
課
程
下
郷
分
校
に
学
び
、

２
年
後
に
秋
田
市
立
高
校
（
現

秋
田
県
立
秋
田
中
央
高
校
）
に

編
入
し
、
東
北
大
学
農
学
部
に

入
学
、
卒
業
と
同
時
に
三
共
株

式
会
社
（
現
第
一
三
共
）
に
入

社
、
ス
ク
ラ
ー
ゼ
Ｓ
開
発
の
功

績
で
、
ア
メ
リ
カ
に
２
年
間
の

留
学
後
は
、
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
血
症
治
療
薬
の
開
発
研
究
に

専
念
、
粘
り
強
い
忍
耐
強
さ
と

不
屈
の
努
力
を
重
ね
ら
れ
て
６

千
株
の
菌
類
を
調
べ
、
１
９
７

３
年
（
昭
和
48
年
）
青
カ
ビ
か

ら
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
合
成
阻
害

剤
ス
タ
チ
ン
１
号
と
な
る
「
コ

ン
パ
ク
チ
ン
」
を
発
見
さ
れ
ま

し
た
。

博
士
は
「
秋
田
の
田
舎
、
東

由
利
で
育
っ
た
か
ら
自
然
の
中

に
血
中
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
抑

え
る
薬
が
あ
る
と
の
信
念
で
や
っ

て
こ
ら
れ
た
」
と
語
り
、
郷
里

へ
の
愛
着
・
思
い
を
常
に
述
べ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の

新
薬
に
向
け
て
の
余
り
に
も
多

く
の
苦
難
は
想
像
を
絶
す
る
も

の
だ
っ
た
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

動
物
を
使
っ
た
非
臨
床
試
験
を

始
め
、
数
々
の
安
全
性
へ
の
試

験
、
分
析
、
検
証
等
、
そ
し
て
、

承
認
申
請
と
審
査
、
そ
れ
か
ら

の
発
売
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
担

当
分
野
・
専
門
家
と
の
協
働
、

一
方
、
「
科
学
的
常
識
等
」
を

巡
っ
て
の
格
闘
・
議
論
の
繰
り

返
し
等
、
再
三
中
止
に
追
い
込

ま
れ
る
中
に
あ
っ
て
も
、
博
士

は
信
念
と
挑
戦
、
不
屈
の
努
力

で
、
新
薬
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る

分
野
の
研
究
・
検
証
等
を
究
め

よ
う
と
す
る
研
究
を
貫
い
て
お

ら
れ
た
の
で
す
。

そ
う
し
た
中
、
ア
メ
リ
カ
が

１
９
８
７
年
（
昭
和
62
年
）
、

博
士
の
コ
ン
パ
ク
チ
ン
に
続
く

ス
タ
チ
ン
２
号
の
ロ
バ
ス
タ
チ

ン
を
、
商
業
化
第
１
号
と
し
て

発
売
し
ま
し
た
。
日
本
で
も
、

１
９
８
９
年
（
平
成
元
年
）
日

本
初
の
メ
バ
ロ
チ
ン
と
し
て
発

売
さ
れ
ま
す
。
後
年
、
ノ
ー
ベ

ル
生
理
学
医
学
賞
を
受
賞
さ
れ

た
マ
イ
ケ
ル
・
ブ
ラ
ウ
ン
博
士

は
、
「
遠
藤
が
ス
タ
チ
ン
の
歴

史
を
開
い
た
」
と
強
調
し
て
お

ら
れ
ま
す
（
「
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
代
謝
に
関
す
る
諸
発
見
」
で

１
９
８
５
年
ゴ
ー
ル
ド
ス
タ
イ

ン
と
と
も
に
受
賞
）
。
以
後
研

究
が
広
が
り
、
こ
れ
ま
で
に
計

７
種
の
ス
タ
チ
ン
が
商
業
化
さ

れ
、
現
在
で
は
１
０
０
カ
国
以

上
の
国
々
の
３
０
０
０
万
人
を

超
す
患
者
の
治
療
に
用
い
ら
れ

て
い
ま
す
。
ス
タ
チ
ン
は
「
動

脈
硬
化
と
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の

ペ
ニ
シ
リ
ン
」
「
ペ
ニ
シ
リ
ン

と
並
ぶ
奇
跡
の
薬
」
と
呼
ば
れ
、

さ
ら
に
冠
動
脈
疾
患
と
脳
卒
中

に
加
え
、
ス
タ
チ
ン
が
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
病
等
を
予
防
す
る
こ

と
も
示
唆
さ
れ
、
ス
タ
チ
ン
は

「
万
能
薬
」
と
も
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
。

遠
藤
章
博
士
は
後
に
、
東
京

農
工
大
学
で
教
鞭
を
執
ら
れ
、

同
大
学
名
誉
教
授
、
そ
し
て

（
株
）
バ
イ
オ
フ
ァ
ー
ム
研
究

所
代
表
取
締
役
所
長
と
し
て
活

躍
さ
れ
る
な
ど
、
創
薬
の
研
究

開
発
に
生
涯
を
尽
く
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
希
有
な
世
界
的
偉

業
に
よ
り
、
遠
藤
章
博
士
は
日

本
国
際
賞
、
ラ
ス
カ
ー
賞
、
ガ
ー

ド
ナ
ー
国
際
賞
等
を
受
賞
し
、

「
米
国
発
明
家
殿
堂
入
り
」
、

そ
し
て
、
文
化
功
労
者
、
旭
日
・

瑞
宝
重
光
章
に
輝
い
て
お
ら
れ

ま
す
。

遠
藤
章
博
士
は
、
幼
少
の
頃

か
ら
親
し
ん
だ
家
畜
、
カ
ビ
と

キ
ノ
コ
、
農
作
業
等
自
然
と
の

触
れ
合
い
を
通
し
、
「
自
然
を

大
事
に
し
、
自
然
に
求
め
、
自

然
か
ら
の
贈
り
物
と
し
て
自
然

か
ら
学
ぶ
」
を
、
研
究
開
発
の

原
点
と
話
さ
れ
た
こ
と
や
、
導

い
て
く
れ
た
郷
里
の
家
族
や
恩

師
へ
の
感
謝
の
言
葉
、
そ
し
て

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
ブ
ロ
ッ
ク

博
士
に
は
、
博
士
が
亡
く
な
る

９
０
年
代
半
ば
ま
で
の
30
余
年

間
、
折
に
触
れ
て
励
ま
し
と
指

導
を
受
け
ら
れ
た
こ
と
、
「
博

士
と
の
出
会
い
が
な
け
れ
ば
、

私
が
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
に
の
め

り
込
む
こ
と
は
恐
ら
く
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
」
と
の
述
懐
は
胸

に
迫
り
く
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

私
達
顕
彰
会
は
博
士
の
自
然

を
大
事
に
し
、
「
自
然
か
ら
学

ぶ
」
不
屈
の
粘
り
強
い
努
力
で

成
し
遂
げ
た
偉
業
・
業
績
を
、

地
域
・
県
民
を
始
め
多
く
の
人
々

に
語
り
、
伝
え
る
使
命
と
で
も

言
う
べ
き
責
任
が
あ
り
ま
す
。

同
郷
・
地
域
と
し
て
、
同
職
・

研
究
者
と
し
て
の
よ
し
み
か
ら

だ
け
で
は
な
く
、
博
士
の
人
命

を
救
う
研
究
開
発
の
動
機
と
臨

床
試
験
等
へ
の
情
熱
、
そ
し
て

数
々
の
難
題
・
課
題
克
服
の
た

め
の
粘
り
強
い
努
力
と
果
敢
な

る
挑
戦
に
は
、
必
ず
や
万
人
の

心
を
傾
注
さ
せ
る
こ
と
を
確
信

し
ま
す
。

博
士
は
未
来
の
あ
る
学
徒
中
・

高
校
生
に
、
い
つ
も
努
力
に
つ

い
て
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

「
世
界
を
広
く
見
渡
し
て
学
び
、

大
き
な
目
標
・
夢
に
向
か
っ
て

努
力
を
続
け
よ
、
努
力
は
必
ず

報
わ
れ
る
。
」
遠
藤
章
博
士
の

遺
訓
と
し
て
、
末
永
く
語
り
伝

え
て
い
く
所
存
で
す
。

ど
う
ぞ
安
ら
か
に
お
休
み
く
だ

さ
い
。
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顕彰会会務報告
(令和６年１月～１２月)

３月 ６日 地域貢献事業

（東中卒業生へ記念品贈呈）

４月１０日 会計監査

５月 ２日 第１回事務局拡大会議

６月 １日 理事会

６月２２日 総 会

７月 ２日 第２回事務局拡大会議

７月３０日 第３回事務局拡大会議

８月２７日 第４回事務局拡大会議

９月 １日 遠藤章博士を偲ぶ会

９月１０日 第５回事務局拡大会議

１０月 ５日 東京農工大学「遠藤章

先生を偲ぶ会」に佐々田

会長出席

１０月 ５日～２７日

故・遠藤章博士追悼展示

１０月２９日 第６回事務局拡大会議

１１月１３日 講演会（土田昌一先生）

１２月１４日 第７回事務局拡大会議

追悼集・会報第５号発行・発送

会費・協力金・寄付金等

（令和６年１１月末日現在）

会 費 ２９６，０００円

寄付金 ４０，０００円

２
０
２
４
年
10
月
５
日
、

東
京
農
工
大
学
の
農
学
部
本

館
講
堂
に
て
「
偲
ぶ
会
」
が

行
わ
れ
、
佐
々
田
会
長

と
共
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

出
席
者
は
ご
遺
族
や
大
学

関
係
者
、
卒
業
生
、
修
了
生
、

共
同
研
究
者
、
秋
田
の
関
係

者
な
ど
約
１
２
０
名
が
集
ま

り
最
初
に
全
員
で
黙
祷
を
捧

げ
、
博
士
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
発
起
人
代
表
の

蓮
見
惠
司
・
農
工
大
特
任
教

授
が
主
旨
を
説
明
し
、
千
葉

一
裕
・
東
京
農
工
大
学
学
長
、

冨
永
悌
二
・
東
北
大
学
総
長
、

湊
貴
信
・
由
利
本
荘
市
長
が

博
士
の
功
績
を
称
え
る
挨
拶

を
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

以
下
の
４
氏
に
よ
る
追
悼
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▼
児
玉
龍
彦
氏
・
東
京
大
学

名
誉
教
授
「
人
類
史
上
最
大

の
薬
の
発
見
者

遠
藤
章
博

士
」

▼
佐
藤
隆
一
朗
氏
・
日
本
農

芸
化
学
会
会
長
、
「Brown

＼Goldstein

博
士
の
遠
藤

章
先
生
へ
の
深
い
敬
意
」

▼
蓮
見
惠
司
・
東
京
農
工
大

学
特
任
教
授
「
託
さ
れ
た
意

向
・
公
表
さ
れ
な
か
っ
た
ス

タ
チ
ン
発
見
の
経
緯
」

▼
武
渕
明
裕
夢
・
遠
藤
章
奨

学
金
奨
学
生
「
脳
に
お
け
る

細
胞
外
マ
ト
リ
ス
ク
の
機
能

解
析
」

引
き
続
き
、
海
外
で
親
交

の
あ
っ
た
方
々
か
ら
の
ビ
デ

オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
司
会
者
の

鈴
木
絵
里
子
・
農
工
大
教
授

に
よ
っ
て
翻
訳
を
交
え
て
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
佐

竹
敬
久
・
秋
田
県
知
事
か
ら

も
名
誉
県
民
で
あ
る
博
士
の

功
績
を
称
え
、
ご
冥
福
を
お

祈
り
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

第
２
部
で
は
、
同
じ
農
工

大
の
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
会
場

に
移
動
し
、
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
で
博
士
の
奥
様
が
、

真
面
目
で
几
帳
面
な
日
常
生

活
に
つ
い
て
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

交
え
な
が
ら
思
い
出
を
語
っ

て
下
さ
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
博
士
と
親
し
い

方
々
か
ら
も
お
話
が
あ
り
、

佐
々
田
会
長
か
ら
は
秋
田
の

顕
彰
会
の
活
動
や
顕
彰
碑
に

つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し

た
。最

後
に
、
今
回
の
「
偲
ぶ

会
」
で
は
、
農
工
大
の
皆
様

が
受
付
や
案
内
、
会
場
の
設

営
な
ど
を
全
て
担
当
し
て
く

だ
さ
り
、
大
学
関
係
者
や
業

界
を
代
表
す
る
多
く
の
方
々

か
ら
博
士
を
偲
ぶ
声
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

秋
田
か
ら
参
加
し
た
私
た

ち
も
、
章
博
士
の
偉
大
さ
を

改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
こ
こ
に
大
学
関
係

者
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
、
ご
報
告
と
致
し
ま

す
。

遠
藤
章
博
士
顕
彰
会
会
長

佐
々
田

亨
三

東
京
農
工
大
で
行
わ
れ
た

「
遠
藤
章
先
生
を
偲
ぶ
会
」

遠
藤
章
博
士
顕
彰
会
顧
問

遠
藤
正
悦



遠
藤
章
博
士
顕
彰
会
が
、
遠

藤
章
博
士
が
発
見
し
た
血
液
中

の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
下
げ
る

物
質
「
ス
タ
チ
ン
」
の
効
用
や
、

動
脈
硬
化
の
予
防
法
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、

今
年
も
「
講
演
会
」
を
、
11
月

13
日
市
文
化
交
流
館
カ
ダ
ー
レ

で
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
に
は
由
利
本
荘
医
師
会

病
院
の
土
田
昌
一
副
院
長
を
迎

え
、
「
動
脈
硬
化
症
疾
患
に
対

す
る
外
科
治
療
」
を
テ
ー
マ
に

講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

血
液
中
の
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
が
増
え
る
と
血
管
に
付
着
し
、

動
脈
硬
化
を
起
こ
し
て
血
管
が

詰
ま
り
や
す
く
な
る
な
る
た
め
、

ス
タ
チ
ン
の
利
用
が
治
療
に
役

立
っ
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
な

が
ら
、
遠
藤
章
博
士
の
ス
タ
チ

ン
の
発
明
は
「
心
臓
学
に
お
け

る
業
績
の
ト
ッ
プ
テ
ン
に
入
る
」

と
も
話
し
ま
し
た
。

ま
た
、
動
脈
硬
化
の
予
防
の

た
め
に
は
、
▼
マ
ー
ガ
リ
ン
な

ど
に
含
ま
れ
る
「
ト
ラ
ン
ス
脂

肪
酸
」
を
押
さ
え
る
、
▼
喫
煙

を
控
え
る
、
▼
野
菜
を
多
く
摂

る
な
ど
を
あ
げ
、
足
の
血
管
が

詰
ま
る
「
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
」

の
治
療
法
と
し
て
、
患
部
の
血

管
を
人
工
管
に
置
き
換
え
る
外

科
手
術
を
行
っ
て
い
る
こ
と
も

紹
介
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
40
人
余
り
で
、
佐
々

田
亨
三
顕
彰
会
長
は
開
会
の
あ

い
さ
つ
で
、
「
高
い
志
と
努
力

で
研
究
を
進
め
て
き
た
遠
藤
博

士
の
功
績
を
た
た
え
、
こ
れ
か

ら
も
顕
彰
し
て
い
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

講
演
終
了
後
質
問
の
時
間
が

設
け
ら
れ
、
「
血
管
を
健
康
に

維
持
す
る
た
め
に
は
ど
ん
な
方

法
が
あ
る
か
・
・
」
の
質
問
に

は
、
「
特
別
な
方
法
は
な
い
が
、

適
度
な
運
動
と
野
菜
を
多
く
摂

る
こ
と
な
ど
は
効
果
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
」
な
ど
と
温
か
く

応
え
て
く
れ
ま
し
た
。

遠
藤
章
博
士
死
去
で
地
元
紙

の
秋
田
魁
新
報
は
、
６
月
12
日

朝
刊
の
ト
ッ
プ
記
事
に
大
き
く

掲
載
し
た
ほ
か
、
北
斗
星
、
社

説
、
社
会
１
面
、
社
会
２
面
に

加
え
、
増
ペ
ー
ジ
に
写
真
６
枚

を
使
用
し
功
績
を
紹
介
し
、
逝

去
を
悼
み
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
タ
イ
ト
ル
は
、

▼
ス
タ
チ
ン
発
見
ノ
ー
ベ
ル
賞

有
力
視
・
遠
藤
章
さ
ん
死
去
▼

不
屈
の
努
力
た
た
え
た
い
・
古

里
顕
彰
会
会
長
ら
悼
む
声
▼
遠

藤
章
さ
ん
死
去
・
研
究
の
原
点

東
由
利
に
▼
困
難
乗
り
越
え
開

い
た
道
・
遠
藤
章
さ
ん
死
去
▼

社
説
「
多
大
な
功
績
た
た
え
た

い
」
▼
北
斗
星
（
故
小
松
順
之

助
先
生
の
こ
と
な
ど
も
紹
介
）

な
ど
、
偉
大
さ
を
感
じ
ま
す
。

な
お
、
遠
藤
章
博
士
の
逝
去

に
つ
い
て
は
、
他
に
も
河
北
新

報
な
ど
の
新
聞
、
テ
レ
ビ
等
で

広
く
報
道
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

第５号 遠藤章博士顕彰会会報 令和６年１２月１５日

遠藤章博士顕彰会の本年度の総会を6月22日、有鄰

館で開催し、追悼行事の開催などを決めました。

総会には会員２０人が出席、冒頭で遠藤章博士の

遺影を前に全員で黙とう。総会に先立ち佐々田会長

が、遠藤章博士が「郷里での多くの経験が研究へと

進んだ原点だった」と強調していたことを踏まえ、

「遠藤章博士の業績を伝えていくことが、未来を生

きる子どもたちの力強い支えになってほしい」とあ

いさつしました。

遠藤章博士を偲ぶ会を９月１日有鄰館で開催、県

内外から親族や教育関係者ら約６０人が参加し、こ

れまでの功績と人柄を偲びました。

祭壇には遠藤章博士の遺影を飾り、冒頭、遺影を

前に全員で黙とうをささげました。

佐々田会長は主催者あいさつで、「遠藤先生は未

来ある中高生にいつも努力の大切さを語ってくれた。

『若人よ、広く世界を見渡して、大きな目標に向かっ

て努力を続けよ。努力は必ず報われる』。この言葉

は私たちにとって永遠の遺訓で、末永く語り伝えて

いく」と述べました。故人の紹介、追悼の言葉に続

き、参加者が１人ずつ献花台に白い花を手向け別れ

を惜しみました。

編
集

室

か

ら

▼
逝
去
を
報
じ
た
６
月
12
日

の
秋
田
魁
新
報
を
見
て
、
そ
の

扱
い
の
大
き
さ
に
驚
く
と
と
も

に
遠
藤
章
博
士
の
偉
大
さ
を

改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

近
年
病
気
が
ち
な
こ
と
は
聞
い

て
い
ま
し
た
が
、
亡
く
な
っ
た
と

い
う
事
実
に
は
シ
ョ
ッ
ク
で
し
か

あ
り
ま
せ
ん
▼
講
演
会
で
土

田
先
生
は
健
康
寿
命
に
も
触

れ
、
健
康
維
持
の
た
め
に
は
体

を
動
か
す
こ
と
が
基
本
で
、
食

べ
物
も
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
の
よ
う
な

も
の
は
控
え
た
方
が
よ
い
こ
と

を
教
わ
り
ま
し
た
▼
歩
く
だ
け

で
も
健
康
に
よ
い
影
響
を
与
え

る
よ
う
で
す
が
、
最
近
は
寒
く

な
り
散
歩
に
出
る
の
も
億
劫

な
自
分
が
情
け
な
い
こ
の
頃
で

す
。
（
広
報
担
当
・
小
野
）

講
師
の
土
田
昌
一
由
利
本

荘
医
師
会
病
院
副
院
長

医
師
会
病
院
土
田
副
院
長
が
講
演


